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もの忘れ外来患者の配偶者におけるアルツハイマー病
（またはその疑い）の受け入れに関する質的研究
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【問題と目的】認知症は概して徐々に進行し、患者は周囲の
介護が必要不可欠な生活を送る。中でもアルツハイマー病（以
下、AD）は、現在病因が解明されておらず、有効な治療法、
治療薬も確立されていないため、介護者の心理的負担は大き
く、心理的ケアの重要性が指摘される。
介護者が抱える問題は、患者の病期の初期段階で最も強く（北
川ら、2005など）、介護者が高齢、配偶者、女性である場合
に事態がより深刻である（Gilhooly、1986など）ことが報告
されているものの、その心理過程や時間経過に伴う変化につ
いて、質的な検討は十分に行われていない。
本研究では、夫がADを発症した初期の段階において、妾が
夫の病気、症状、診断名、変化、予後などを受け入れていく
プロセスを探索的に検討することを目的とした。
研究1
【目　的】妻が夫のもの忘れ症状に気づき、受診、検査を経
てAD診断が報告されるまでの期間の妻の心理状態に焦点を
当て、AD受け入れのプロセスを検討した。
【対象と方法】もの忘れ外来を受診し、AD（またはその疑い）
と診断された男性患者の配偶者のうち、研究の趣旨に賛同・
協力が得られた4名（平均年齢73．5歳）に、一人2回（初診
後、AD診断報告後）の半構造化面接を実施した。分析は、
修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M－GTA）法
（木下、1999、2003）を用いた。
なお、本研究は、関連機関における倫理委員会の承認を得て
行われた。
【結　果】夫のAD受け入れに関す
る40の概念を生成し、14カテゴリ
ーにまとめ、相互関係を結果図（Fig．
1）に示した。
【考　察】妾の経験や思いは、常に
今の状態を把握しながら、立ち止ま
って考える過程と受け入れに向か
う過程において、流動的に変化して
いることが示唆された。
また、分析の過程から、介入やケア
を探るポイントとして、視点を変換
するアプローチ、情報提供、介護サ
ービスとの連携、語りを聴く役割を
もつ存在の重要性が示唆された。
研究2
【日　的】夫のAD診断が報告され
た後1～2ケ月間の妻の心理状態
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に焦点を当て、特に、この期間における心理状態の変化につ
いて検討した。
【対象と方法】研究1の対象者のうち、引き続き行う面接調
査に協力が得られた2名（平均年齢73．5歳）に、一人2回（再
診1ケ月後、2ケ月後）の半構造化面接を実施した。
【結　果】Ⅹさん（70代）は、時間の経過に伴い夫の変化や
対応上の困難に直面して、これまでの自信が大きく揺らぐ経
験をしていたが、覚悟を決めて試行錯誤を繰り返すうち、最
終的には気持ちを切り替え、新たな目標を見出した。
Yさん（70代）は、夫にもの忘れのエピソードがいくつかあ
るものの、夫にはできることがあると強く認識しており、症
状の進行や夫の変化は特に感じておらず、混乱や衝撃を感じ
ることなくこれまでの対応の仕方を維持していた。
【考　察】夫のAD診断後、妾が一度は受容的にその状況を
受け止めたように見えても、夫の症状の進行や対応上の困難
によって、その後再びネガティブな感情が高まる場合がある
ことが示唆された。
【まとめ】本研究は，夫がADを発症した初期段階でもの忘
れ外来を受診した妻を対象に，AD受け入れの様相を明らか
にする探索型の質的研究であった。今後は，男性介護者を含
めて対象者を拡大し，得られた結果図を再検討して，AD介
護者へのケアやカウンセリングの指針を提言することを視野
に含めてのさらなる研究を重ねることが望まれる。
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